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仮想回線
仮想回線、または仮想パスとは、送信元の vNICから接続先の仮想スイッチポート（vEth）
へ、または送信元の仮想スイッチポートから接続先の vNICへと、フレームが辿る伝送路を指
します。1本の物理ケーブル上には、いくつもの仮想回線を設定できます。CiscoUCSManager
では、仮想ネットワークタグ（VN-TAG）を使用して個々の仮想回線を識別し、それぞれを差
別化しています。OSでは、一連の判断を基に、フレームが通過する必要のある仮想回線を決
定します。

サーバでは、フレームを送信するためのイーサネットインターフェイスがOSによって判断さ
れます。

サービスプロファイルの設定時に、vNICに関連付けるファブリックインターコネクトを選択
できます。また、vNICに対してファブリックフェールオーバーを有効にするかどうかも選択
できます。ファブリックフェールオーバーを有効にすると、デフォルトのファブリックイン

ターコネクトが使用できなくなった場合に、vNICは 2番目のファブリックインターコネクト
にアクセスできるようになります。サービスプロファイル作成時の vNICの構成の詳細につい
ては、『Cisco UCS Managerサーバ管理ガイド』を参照してください。

（注）

ホスト vNICを選択した後は、選択した vNICからフレームが送信され、ホストインターフェ
イスポート（HIF）を経由し、この vNICにピン接続された IOMに送られます。次に、フレー
ムは対応するネットワークインターフェイスポート（NIF）に転送され、IOMがピン接続さ
れたファブリックインターコネクトに送られます。

NIFは、IOMとファブリックインターコネクトの間の物理接続の数、およびフレームの送信
元であるサーバの IDに基づいて選択されます。
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仮想インターフェイス
ブレードサーバ環境では、サービスプロファイルに対して設定可能な vNICと vHBAの数は、
アダプタの機能と、アダプタで利用できる仮想インターフェイス（VIF）のネームスペースの
量で決まります。Cisco UCSでは、VIFネームスペースの各部分は VIFという固まりで割り当
てられます。ハードウェアによっては、VIFの最大数が定義済みのポート単位で割り当てられ
ます。

VIFの最大数は、ハードウェア機能とポート接続によって異なります。設定された各 vNICま
たは vHBAには、1つまたは 2つの VIFが割り当てられます。スタンドアロン vNICおよび
vHBAは 1つの VIFを使用し、フェールオーバー vNICおよび vHBAは 2つを使用します。

次の変数はブレードサーバで利用可能な VIFの数に影響するため、サービスプロファイルに
設定可能な vNICと vHBAの数にも影響します。

•ファブリックインターコネクトでサポートされる VIFの最大数

•ファブリックインターコネクトがどのように接続されているか

•ファブリックインターコネクトと IOMがファブリックポートチャネルモードで設定さ
れているかどうか

ご使用のハードウェア設定でサポートされるVIFの最大数について詳しくは、該当するソフト
ウェアリリースの『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager』を参照してくださ
い。

仮想インターフェイスの予約管理とエラー処理
ポートチャネルでグループ化されたファブリックインターコネクトの場合、I/Oモジュールへ
のファブリックインターコネクトの接続方法を変更すると、ブレードサーバで使用可能なVIF
の数が大幅に変化します。変更の影響を追跡できるように、Cisco UCS Managerには次のメト
リックが保持されます。

•ハードウェアがサポートする VIFの最大数

•接続タイプ

ブレードで使用可能なVIFの数を削減するように設定を変更すると、UCSManagerは警告を表
示し、続行するかどうか確認を求めます。これには、接続の追加または変更によってVIFの数
を削減する場合など、いくつかの状況があります。
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Cisco UCSのバーチャライゼーション

仮想化の概要

仮想化により、独立して実行する複数の仮想マシン（VM）を同一の物理マシン上に隣接させ
て作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上で
オペレーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレー

ティングシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正

常なハードウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニングや移動を迅速に行うために、ハードウェ

アとソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理
サーバから別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必

要とせず、途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）

を単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリ

ソースをより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることで

す。

Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構
成されます。ゲストVMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれ
るソフトウェアレイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各 VMへ
の仮想ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカルVMへのトラフィックの
レイヤ2スイッチング、または外部ネットワークに対する別のインターフェイスへのトラフィッ
クのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）アダプタと連携して、Cisco Virtual Machineファブ
リックエクステンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベー
ススイッチング用のハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのス
イッチングをバイパスします。この方法により、サーバの CPU負荷を軽減し、高速スイッチ
ングを行い、ローカルおよびリモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適

用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各
VMインターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとス
イッチ上の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上
で、正確なレート制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。
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ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタ

を使用した仮想化

ネットワークインターフェイスカード（NIC）と統合ネットワークアダプタによって、標準
的なVMwareのサーバにインストールされた ESXとの統合による仮想環境と、VCから実行さ
れるすべての仮想マシンの管理がサポートされます。

仮想マシンのポータビリティ

サービスプロファイルを実装すると、1つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡
単に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESXはそのサーバを元の
サーバのように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。

ESXホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過さ
せる必要があります。

システムでネイティブなVMwareドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理
者のドメインには参加せず、どのネットワークポリシーの制約も受けません。結果として、た

とえば、ネットワークの QoSポリシーは、仮想スイッチを通って VM1から VM2に流れるど
のデータパケットにも適用されません。

Nexus 1000などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、
ネットワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワークポリシーに従います。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化

Cisco VICアダプタは、ベアメタルの導入と VMベースの導入の両方に対応するように設計さ
れた、統合型ネットワークアダプタ（CNA）です。VICアダプタは、最大 116個の仮想ネッ
トワークインターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイ
スをサポートします。

VICアダプタに使用される vNICsには、静的と動的の 2つのタイプがあります。静的な vNIC
は、OSまたはハイパーバイザから認識されるデバイスです。動的な vNICは、VMをファブ
リックインターコネクトの vEthポートに接続するための VM-FEXに使用されます。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィッ
クのハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


